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第
二
回
（
拡

大
）
地
区
協
代

表
者
会
議
は
六

月
三
日
、
二
本

松
市
の
県
男
女

共
生
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し

た
。

　
冒
頭
、
伏
見

会
長
か
ら
各
地

区
協
の
日
常
活

動
に
対
す
る
お
礼
と
、
組
織
の
現
状

に
つ
い
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
執
行
部
よ
り
会
議
の
議

題
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
主
な
会
議
の
内
容
は
次
の
通
り
。

一
、「
吉
川
さ
お
り
」
終
盤
の
取
り
組
み

　
１
．
紹
介
者
へ
の
対
応

　
　
　
個
人
名
で
の
投
票
の
お
願
い

　
２
．
会
員
へ
の
対
応

　
　
　
個
人
名
で
の
投
票
、
棄
権
防

止
の
呼
び
か
け
及
び
文
書
等
の

送
付

二
、
第
二
十
七
回
総
会
の
日
程
等
に

つ
い
て

　
１
．
開
催
日

　
　
　
十
月
二
十
七
日（
月
）

　
　
　
第
一
部　
総
会

　
　
　
第
二
部　

�

顧
問
弁
護
士
に
よ

る
勉
強
会

　
２
．
議
案
提
案
予
定
の
主
な
内
容

を
県
協
ニ
ュ
ー
ス
で
会
員
へ
周

知
し
ま
す
。

　
３
．
議
案
書
配
布
方
法
に
つ
い
て

　
　
①�　
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
県
協

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
し
配
布
し

ま
す
。

　
　
②�　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
員
配

布
と
し
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

も
作
成
し
ま
す
。

三
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

　
　
中
小
地
区
協
か
ら
の
副
会
長
の

登
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
七
回

総
会
で
確
認
し
ま
す
。

四
、「
会
員
動
向
調
査
・
高
齢
者
会

員
の
対
応
」
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て

　
　
地
区
協
の
取
り
組
み
状
況
の
報

告
と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

五
、
県
協
ニ
ュ
ー
ス
発
行
月
の
変
更

　
　
こ
れ
ま
で
十
月
に
発
行
し
て
き

た
県
協
ニ
ュ
ー
ス
を
、
地
区
協
の

総
会
開
催
案
内
に
間
に
合
う
よ
う

九
月
に
発
行
し
ま
す
。

会員とご家族の皆さん　ご支援ありがとうございました！
吉川さおり 見事４回目の当選を勝ち取る！

　
第
二
十
七
回
参
議
院
選
挙

は
、
物
価
高
対
策
に
無
策
の

石
破
政
権
に
不
信
任
を
突
き

つ
け
る
、
事
実
上
の
政
権
選

択
選
挙
と
位
置
づ
け
た
戦
い

で
し
た
。

　
立
憲
民
主
党
は
参
院
選
公

約
で
食
料
品
の
消
費
税
ゼ
ロ

を
は
じ
め
「
コ
メ
政
策
の
抜

本
的
な
見
直
し
」「
ガ
ソ
リ
ン

暫
定
税
率
を
廃
止
」
等
、
生

活
目
線
の
政
策
を
全
国
各
地

で
訴
え
ま
し
た

　
全
国
三
十
二
の
一
人
区
で

自
民
党
は
半
減
の
十
四
、
立

憲
民
主
党
は
六

増
の
八
、
国
民

民
主
党
は
二
増

の
三
、
無
所
属

六
増
の
七
と
、

大
き
く
勝
ち
越

す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
自
民
、
公
明

両
党
は
議
席
を

大
幅
に
減
ら
し
、

「
民
意
は
石
破

内
閣
に
不
信
任

を
突
き
つ
け
た
」

形
と
な
り
、
衆

議
院
に
続
き
参

議
院
で
も
少
数

与
党
に
な
り
ま

し
た
が
、
参
政

党
の
躍
進
に
よ

り
、
今
後
の
政
治
情
勢
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　
比
例
代
表
区
で
は
組
織
内

候
補
の
「
吉
川
さ
お
り
」
は

現
・
退
一
致
の
も
と
、
厳

し
い
選
挙
戦
を
戦
い
抜
き
、

一
一
万
六
三
一
四
票
（
福
島

県
一
六
三
四
票
）
を
獲
得

し
、
見
事
四
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
各
種
取
り
組
み
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
頂
い
た
全
地
区
協

会
員
と
そ
の
ご
家
族
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

福島県支部協総会　10月27日に決定
第２回地区協代表者会議（６月３日）で提出議案説明第２回地区協代表者会議（６月３日）で提出議案説明
気軽に参加できる場の提供を通して地区協の活性化を図ろう！気軽に参加できる場の提供を通して地区協の活性化を図ろう！

県 協 ニ ュ ー ス（1）
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十
月
二
十
七
日
開
催
の
県
支
部
協
総
会

に
提
案
す
る
次
期
一
年
間
の
取
り
組
み
の

骨
子
を
前
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
会
員
拡
大
の
取
り
組
み

　
　
全
国
的
に
加
入
率
が
昨
年
に
引
き
続

き
五
十
％
を
下
回
り
、
深
刻
な
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
福
島
県
協
の
年
間
新
規
加
入
者
は
三

十
一
名
（
遺
族
の
方
の
入
会
十
二
名
含

む
・
三
月
末
退
職
者
二
十
三
名
の
内
、

十
五
名
が
加
入
）
で
し
た
。

　
　
今
後
も
現
役
組
合
員
の
減
少
、
働
き

方
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
や
、
会
員

の
高
齢
化
に
よ
る
任
意
脱
退
の
増
加
な

ど
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
と
連
携
し
、
退
職

者
の
全
員
加
入
を
め
ざ
し
ま
す
。

二
、
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

　
　
中
小
地
区
協
か
ら
副
会
長
を
選
出
し
、

副
会
長
五
名
体
制
と
し
ま
す
。

　
　
具
体
的
任
務
は
、
女
性
活
動
と
中
小

地
区
協
支
援
と
し
ま
す
。

三�

、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実
強
化
に
つ
い
て

　
　
支
部
協
議
会
と
地
区
協
議
会
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
拡
大
地
区
協
代
表
者
会

議
等
を
開
催
し
、
諸
課
題
に
意
識
合
わ

せ
を
行
う
と
と
も
に
、
支
部
協
メ
ー
リ

　５月17日（土）情報労連福島県協議会は、NTT労
組福島県グループ連絡会と共催し、「情報労連全
国環境一斉行動」を実施しました。
　組合員・退職者の会とその家族31名が参加し、

ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
役
員

に
は
「
事
務
局
だ
よ
り
」
を
利
用
し
、

随
時
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
　
支
部
協
に
お
い
て
は
、
県
協
ニ
ュ
ー

ス
に
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
趣
味
・
地

域
活
動
お
よ
び
地
区
協
だ
よ
り
で
地
区

協
の
活
動
状
況
等
を
紹
介
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
昨
年
五
月
に
開
設
し
た
支
部
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
情
報
発
信

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
地
区
協
に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ス
・

会
報
等
の
発
行
お
よ
び
レ
ク
行
事
な
ど

を
通
じ
て
、
会
員
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
と
し
ま
す
。

四
、
現
・
退
一
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
第
二
十
七
回
参
議
院
選
挙
の
取
り
組

み
と
選
挙
結
果
を
掲
載

五�

、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
　
女
性
の
活
動
を
広
げ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
地
区
協
三
役
等
へ
の
積
極
的
な

登
用
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
、
具
体
的

目
標
を
、
現
在
地
区
協
女
性
役
員
二
十

三
％
を
三
十
％
と
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
具
体

的
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
第
三

回
（
拡
大
）
地

区
協
代
表
者
会

議
で
説
明
し
、

確
認
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

あいにくの雨模様でしたが、須田議長の挨拶を皮
切りに、環境保護を目的とした郡山市「開成せせ
らぎこみち」周辺のごみ収集や水路清掃を行いま
した。声を掛け合いながら楽しく活動し、心地良

い汗を流しました。
　退職者の会県支部協議会か
らは、現地の郡山地区協議会
が代表し、会員とそのご家族
６名が参加されました。悪天
候の中大変ご苦労様でした。

荒天の中和気あいあいと楽しく活動された皆さん（最前列右端高山会長）

雨の中全国環境一斉行動を実施 ！
郡山市“開成せせらぎこみち”周辺を清掃

第
27
回
福
島
県
支
部
協

総
会
議
案
の
骨
子

県 協 ニ ュ ー ス （2）
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�

い
わ
き
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

�
事
務
局
長　

薄
井　

伸
彦

　
昨
年
十
一
月
、
い
わ
き
地
区
協
総
会
に

於
い
て
「
事
務
局
長
」
の
任
を
受
け
、
六

月
十
七
日
か
ら
二
日
間
で
開
催
さ
れ
た
退

職
者
の
会
新
任
役
員
研
修
と
な
る
「
二
〇

二
四
年
度
全
国
交
流
集
会
」
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

■
全
国
の
仲
間
と
意
見
交
換

　
会
は
、
小
宮
副
会
長
の
司
会
で
「
東
京

は
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
を
熱
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
」
で
始
ま
り
、
川
辺
会
長
か

ら
は
、
①
新
任
の
つ
も
り
で
交
流
し
て
頂

き
た
い
。
②
分
散
会
毎
の
親
睦
と
支
部
協

（
地
区
協
）
の
現
状
を
報
告
頂
き
、
ⅰ
会
員

の
高
齢
化
、
ⅱ
現
役
六
十
五
歳
勤
務
、
ⅲ

役
員
担
い
手
不
足
の
課
題
に
つ
い
て
対
話

を
深
め
て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
者
の
会
の
概
要
と
当
面
の

課
題
と
し
て
「
退
職
者
の
会
の
歩
み
に
つ

い
て
」
と
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
し
よ
う
！
と
の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
中
澤
副
委
員
長
か
ら
は
、

「
現
・
退
一
致
の
取
り
組
み
を
推
進
」
と
の

挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

■
吉
川
さ
お
り
議
員
が
決
意
表
明

　
吉
川
さ
お
り
組
織
内
議
員
よ
り

①　
い
つ
鉄
道
、
飛
行
機
が
止
ま
る
（
遅

れ
る
）
か
分
か
ら
な
い
。
今
日
も
東
北

新
幹
線
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

②　
分
断
を
煽
る
こ
と
が
正
当
化
の
社
会

か
ら
、
支
え
合
い
分
か
ち
合
う
社
会
へ

③　
野
党
の
多
様
化

④　
子
供
の
人
口
減
に
伴
う
社
会
制
度
等

に
つ
い
て
決
意
表
明
を
受
け
ま
し
た
。

■
朝
日
新
聞
編
集
委
員
の
特
別
講
演

　
高
橋
純
子
（
朝
日
新
聞
編
集
委
員
）
さ

ん
よ
り
「
政
治
を
私
た
ち
の
も
の
と
す
る

た
め
に
」
の
特
別
講
演
は
、
総
理
大
臣
の

番
記
者
の
経
験
話
か
ら
の
、
人
間
は
弱
い

＝
良
く
見
ら
れ
た
い
、
特
別
扱
い
さ
れ
た

い
。
国
会
議
員
＝
記
者
は
対
等
で
あ
る
。

「
議
員
を
先
生
と
呼
ば
な
い
」
な
ど
先
人

（
先
輩
）
た
ち
の
慣
習
が
ル
ー
ル
と
し
て

記
者
を
続
け
る
中
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん

だ
。

　
今
、「
目
立
ち
た
く
な
い
・
質
問
後
怖

い
・
批
判
さ
れ
た
く
な
い
」
の
社
会
に
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、「
伝
え
る
等
ど
ん
な

状
況
で
も
前
進
し
よ
う
！
」
と
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

■
分
散
会
で
意
見
交
換

　
最
後
に
肝
心
な
退
職
者
の
会
活
動
で
す

が
、
私
は
「
地
区
協
役
員
」
の
分
散
会
で

し
た
。

　
会
員
の
高
齢
化
の
中
、
今
日
の
詐
欺
問

題
か
ら
「
知
ら
な
い
電
話
（
携
帯
も
）
に

は
出
な
い
」
傾
向
が
多
い
の
で
、
電
話
・

手
紙
・
訪
問
で
動
向
把
握
す
る
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
減
少
化
で
あ
る
が
、
旅
行
・

レ
ク
活
動
の
取
り
組
み
か
ら
会
員
間
の
交

流
を
図
っ
て
い
る
、
元
気

あ
る
全
国
の
地
区
協
の
現

状
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
全
国
集
会
で
し

た
。

�

郡
山
地
区
協
議
会　
　
　
　

�

幹
事　

福
眞　

信
子

　
令
和
七
年
六
月
十
七
日
～
十
八
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
全
国
交
流

集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
各
県
男
女
一
名
ず

つ
の
参
加
で
し
た
。
一
日
目
の
朝
日
新
聞

編
集
委
員
の
高
橋
純
子
さ
ん
の
特
別
講
演

で
は
、
総
理
番
記
者
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
ユ
ニ
ー
ク
に
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
全
体
が
七
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

川辺会長と（右端が薄井さん）

各
地
区
協
の
取
り
組
み
や
悩
み
等
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
静
岡
の
幹
事
の
方
か
ら
東

日
本
大
震
災
の
時
、
郡
山
自
衛
隊
の
駐
車

場
を
起
点
に
県
内
の
復
興
支
援
に
携
わ
っ

た
こ
と
等
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

に
参
加
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
の
絆
の

す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
全
国
交
流
会
の
よ
う
な
場
を
経

験
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴重な経験でしたと福眞さん（左側）

■�ためらわずにご連絡ください。
遠方の方は電話でも相談が出来
ます。
■�事前予約制になっておりますの
で下記へお申し込みください。

県支部協

024-534-1144

無料法律相談無料法律相談

全
国
交
流
集
会
参
加
報
告
（
東
京
）

県 協 ニ ュ ー ス（3）
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地
域
と
の
交
流

�

相
馬
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

�

副
会
長　

工
藤　

晴
弘

　
退
職
、
暫
く
す
る
と
、
毎
日
何
し
て
い

る
の
と
自
治
会
の
役
員
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
て
、
自
治
会
の
お
手
伝
い
を
依
頼
さ

れ
、
自
治
会
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
、
小
学
校
の
体
育
館
が
地
域
の
避
難
所

に
な
っ
た
と
き
、
大
き
な
白
板
に
地
域
ご

と
に
避
難
者
の
記
入
を
お
願
い
し
、
安
否

確
認
に
役
立
て
ま
し
た
。
電
気
は
幸
い
通

電
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
断
水
で
ト
イ
レ

の
水
は
プ
ー
ル
か
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
対

応
、
女
性

の
協
力
で

学
校
の
理

科
室
を
借

り
て
炊
き

出
し
、
被

災
は
し
て

い
る
が
、

力
を
合
わ

せ
て
や
り

遂
げ
る
嬉

し
さ
も
か

み
し
め
ま

し
た
。

　
自
治
会
退
任
後
、

地
区
老
人
会
の
会
長
が
高
齢
で
引
き
継
ぎ

を
依
頼
さ
れ
、
今
は
月
一
回
の
例
会
で
地

元
老
人
を
憩
い
の
家
に
引
率
し
、
入
浴
、

カ
ラ
オ
ケ
、
骨
太
健
康
体
操
、
ボ
ッ
チ
ャ

な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
老
人
会
と
言

う
と
な
か
な
か

入
会
す
る
方
が

少
な
く
、
会
員

募
集
を
自
治
会

の
回
覧
で
呼
び

か
け
て
も
返
事

な
し
の
状
態
、

や
れ
ば
楽
し
い

の
で
す
が
ね
。

　
今
年
は
戦
後
八
十
年
、
私
は
十
八
年
生

ま
れ
、
父
を
戦
争
で
亡
く
し
父
の
顔
は
写

真
の
み
で
す
。

　
母
が
戦
没
者
遺
族
会
（
相
馬
市
戦
没
者

千
七
十
二
名
）
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
母
の
亡
き
あ
と
を
受
け
継
ぎ
、
市

の
遺
族
会
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
当

時
の
奥
様
方
も
百
歳
を
超
え
、
そ
の
息
子
、

娘
さ
ん
が
遺
族
会
の
仕
事
を
引
き
継
い
で

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
職
時
代
か
ら
続
け
て
い
る
も

の
に
、
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車
椅
子
を
購

入
し
、
市
の
福
祉
課
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
労
組
新
聞
記
事
に
環
境
公

害
防
止
連
絡
協
議
会
で
プ
ル
タ
ブ
回
収
運

動
参
加
者
募
集
の
記
載
を
見
つ
け
、
相
馬

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
会
会
長
、
会
員
数
名

の
協
力
を
い
た
だ
き
続
け
て
い
ま
す
。
地

域
の
協
力
者
か
ら
「
プ
ル
タ
ブ
の
お
じ
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
方
も
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
交
流
の
一
つ
と
し
て
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

日
帰
り
温
泉
懇
親
会
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

�

白
河
地
区
協
議
会　

�

青
木　
　

清

　
四
月
九
日
、
石
川
町
八
幡
屋
に
お
い
て

温
泉
入
浴
と
昼
食
会
の
親
睦
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
私
は
今
年
三
月
に
退
職
し
、
退
職
者
の

会
に
入
会
し
て
初
め
て
の
行
事
参
加
に
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者

の
二
十
九

名
の
中
に

は
、
以
前

同
じ
職
場

だ
っ
た
大

先
輩
の
顔

も
あ
り
、

三
十
数
年

ぶ
り
の
再

会
で
し
た

が
、
お
元

気
な
姿
に

感
激
し
ま

リフレッシュできた懇親会（筆者は最前列左から２番目）

山上「憩いの家」でボッチャを楽しむ

し
た
。

　
ま
た
、
元
白
河
局
で
働
い
て
い
た
方
々

と
も
会
う
こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
く
思
い

ま
し
た
。

　
在
職
時
は
休
み
を
取
っ
て
も
、
温
泉
な

ど
で
体
を
休
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

参
加
す
る
こ
と
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
新

入
社
員
気
分
で
申
し
込
ん
だ
結
果
、
ゆ
っ

た
り
と
温
泉
に
浸
か
り
、
美
味
し
い
食
事

と
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
歓
談
で
、
の
ん
び

り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
色
々
な
行
事
が
企
画
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
先

輩
方
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

しばらく振りの再会に話が弾む（筆者左端）

沢山集められたプルタブ

地
区
協
だ
よ
り
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地区協 氏　名 地区協 氏　名 地区協 氏　名 地区協 氏　名
福　島 秋田みわ子 福　島 佐藤　典幸 須賀川 熊田　洋文 会　津 渡部　隆子
福　島 阿部　文男 福　島 佐藤日出子 白　河 青木　　清 いわき 青木　啓之
福　島 安藤　　宏 福　島 佐藤　昌信 白　河 鈴木富士子 いわき 菅野　真二
福　島 加藤　　清 福　島 福島　静子 白　河 本柳　浩明 いわき 木村　紘子
福　島 北　　邦夫 福　島 吉田千恵子 三　春 前田河澄子 いわき 合津満喜子
福　島 日下　広幸 郡　山 関澤　一男 会　津 唐橋　保子 いわき 塩井　幸喜
福　島 齋藤　利男 郡　山 橋本　良一 会　津 長澤　千穂 南相馬 齋藤　文正
福　島 齋藤　洋子 郡　山 宗像　義徳 会　津 山内　和彦 【敬称省略】

出
来
る
事
か
ら

　
　
や
っ
て
い
こ
う

�
二
本
松
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

�
事
務
局
長　

渡
邊　

研
一

　
こ
の
三
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

で
、
活
動
の
自
粛
・
延
期
等
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
漸
く
今
年
度
総
会
か
ら

活
動
を
本
格
化
し
て
い
く
こ
と
に
致
し
ま

し
た
。

　
例
年
行
事
と
し
て

•

ハ
イ
キ
ン
グ

•

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ま

た
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

（
両
方
と
も
？
）

•

新
入
会
員
歓
迎
会

等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
々
、
会

員
の
高
齢
化
等
も
あ
り
、
集
合
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
役
員
の
交
代
等
も
あ
り
、
な
か
な
か
エ

ン
ジ
ン
の
か
か
ら
な
い
状
態
と
い
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
来

る
事
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
決
め
て
お
り

ま
す
。

　
ハ
イ
キ
ン
グ
等
は
毎
年
春
の
花
が
咲
く

時
期
を
選
ん
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

予
定
を
立
て
る
前
に
か
な
り
の
猛
暑
に
見

舞
わ
れ
、
動
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
更
に
こ
の
秋
に
は
、
二
本
松
市
と
も
協

議
の
う
え
、
霞
ヶ
城
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や

落
ち
葉
掃
き
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
で
も
前
に
進
ん
で
い
け
る
よ

う
に
、
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た

い
と
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
の
家
族

【
ペ
ッ
ト
編
】

わ
が
家
の
「
小こ

雪ゆ
き

」

�

会
津
地
区
協
議
会　

佐
藤　

一
朗

　
「
た
だ
い
ま
！
」
と
帰
る
と
「
お
帰
り
！
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
小
雪
が
出
て
く
る
。

ま
っ
た
く
か
わ
い
い
。
そ
も
そ
も
小
雪
が

わ
が
家
に
来
た
の
は
十
三
年
前
の
十
二
月

だ
。
生
ま
れ
は
静
岡
県
だ
が
、
出
会
い
は

近
所
の
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
。

　
菩
提
寺
の
若
奥
さ
ん
の
紹
介
で
出
か
け

た
店
が
運
命
の
場
所
だ
っ
た
。
出
会
っ
た

瞬
間
ピ
ピ
っ
と
電
気
が
走
り
、
共
同
生
活

が
始
ま
っ
た
。

沢山の愛情を受けて
元気に暮らす小雪

❖
新
規
加
入
者
紹
介

【
２
０
２
４
年
７
月
１
日
～　

　
　

２
０
２
５
年
６
月
30
日
】

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

❖転入・転出会員紹介 和知　秀明（宮城支部協から福島地区協に転入　2025年４月22日）
斎藤美都利（郡山地区協から三春地区協に転入　2024年９月12日）

毎
日
の
散
歩
が
楽
し
み
の
小
雪

　
小
雪
も
我
々
夫
婦
も
勝
手
が
わ
か
ら
ず
、

戸
惑
っ
た
の
が
な
つ
か
し
い
。
そ
れ
で
も

冬
だ
っ
た
の
で
、
薪
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

ゲ
ー
ジ
を
利
用
し
て
防
護
柵
を
作
っ
た
り
、

犬
走
り
に
も
ゲ
ー
ジ
で
柵
を
作
っ
た
り
と
、

楽
し
い
思
い
出
が
山
盛
り
だ
。
血
統
書
付

き
の
白
柴
犬
の
メ
ス
で
真
っ
白
だ
っ
た
が
、

シ
ニ
ア
犬
に
な
っ
た
ら
茶
色
が
か
っ
て
き

た
。

　
朝
と
夕
方
と
一
日
二
回
散
歩
し
て
い
る

が
、
途
中
で
会
う
人
に
「
別
の
犬
に
し
た

の
？
」
と
聞
か
れ
た
の
に
は
参
っ
た
。

　
最
近
は
同
居
す
る
二
人
の
孫
と
も
仲
良

く
な
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
二
歳
に
な

る
下
の
子
は
ま
だ
少
し
怖
い
ら
し
い
。
私

た
ち
夫
婦
も
七
十
歳
を
過
ぎ
体
力
も
衰
え

て
き
た
が
、
小
雪
共
々
も
う
少
し
頑
張
ろ

う
と
話
を
し
て
い
る
。
子
は
「
か
す
が
い
」

と
言
う
が
、
我
が
家
は
小
雪
が
「
か
す
が

い
」
だ
。
最
近
少
々
太
め
に
な
っ
て
き
た

よ
う
だ
が
、
お
互
い
も
う
少
し
元
気
で
い

よ
う
な
、
小
雪
。

県 協 ニ ュ ー ス（5）



第49号 2025年９月発行

地区協 氏　名 死亡年月日 年齢
福　島 秋田　紘行 2025．５．23 80歳
福　島 秋山　　剛 2025．２．27 97歳
福　島 阿部マツエ 2024．12．27 94歳
福　島 五十嵐文男 2024．11．10 77歳
福　島 遠藤　孝祐 2025．４．25 70歳
福　島 大槻トキ子 2025．３．14 89歳
福　島 斎藤　堅治 2025．２．１ 78歳
福　島 斎藤　幸子 2025．４．５ 87歳
福　島 佐藤　英雄 2024．10．11 94歳
福　島 佐藤　勇三 2024．７．30 93歳
福　島 鈴木　国香 2025．４．20 71歳
福　島 福島　昭七 2024．11．６ 93歳
福　島 宮口　弘子 2024．10．27 89歳
福　島 吉田　喜美 2024．12．18 76歳
福　島 渡辺　　忠 2024．８．28 82歳
福　島 渡辺マサ子 2024．８．14 89歳
二本松 泉田　五郎 2025．２．19 92歳
二本松 佐藤　喜義 2024．７．４ 77歳
二本松 鈴木　史子 2025．２．24 76歳
郡　山 伊藤　正策 2024．９．１ 67歳
郡　山 熊田　竹子 2025．６．９ 89歳
郡　山 曽我　光正 2025．１．21 79歳
郡　山 高橋　　昇 2025．６．26 80歳
郡　山 玉木　秀雄 2024．10．31 80歳
郡　山 中川　　良 2024．12．６ 77歳
郡　山 長嶋　秀雄 2024．９．20 85歳
郡　山 藤谷　麗子 2024．12．６ 91歳
郡　山 藤橋　洋子 2025．６．20 92歳
郡　山 宗形　和代 2025．４．３ 80歳
郡　山 矢吹　一郎 2025．３．19 81歳
郡　山 山田　敏子 2024．８．15 91歳
郡　山 吉田　重夫 2024．４．15 89歳
郡　山 渡部　衣子 2025．１．28 86歳
白　河 大谷　吉男 2025．１．13 94歳
白　河 斉藤　武之 2025．１．９ 80歳
白　河 三本木邦男 2025．６．５ 80歳
白　河 鈴木　武宏 2025．４．４ 67歳

地区協 氏　名 死亡年月日 年齢
石　川 加藤　祥子 2024．７．15 88歳
三　春 桑原マサ子 2024．10．13 90歳
三　春 星野　昌二 2024．７．27 92歳
三　春 前田河　均 2024．９．３ 73歳
会　津 秋山喜久世 2024．７．26 78歳
会　津 大堀　鉄雄 2024．10．１ 92歳
会　津 岡村　和夫 2024．８．27 71歳
会　津 唐橋　勝衛 2025．１．12 77歳
会　津 栗田　司朗 2024．８．16 80歳
会　津 澤崎　正子 2025．１．４ 92歳
会　津 斎藤　慶子 2025．５．14 92歳
会　津 鈴木　和子 2025．３．３ 93歳
会　津 鈴木キイ子 2024．11．25 89歳
会　津 鈴木吉士子 2024．11．９ 90歳
会　津 田中　喜作 2025．２．26 95歳
会　津 中村　政子 2025．４．28 95歳
会　津 奈須　當子 2025．１．４ 92歳
会　津 蓮沼　友子 2024．10．27 92歳
会　津 皆川　良子 2025．２．16 93歳
会　津 半野　悦子 2024．９．８ 86歳
会　津 山内美代子 2024．９．７ 91歳
会　津 渡部　優喜 2025．３．４ 78歳
いわき 池田嘉津美 2025．１．26 100歳
いわき 宇野沢保子 2024．７．12 86歳
いわき 大谷　幸雄 2024．８．６ 92歳
いわき 片寄恵美子 2024．12．24 82歳
いわき 木村　博信 2024．８．１ 86歳
いわき 桐原　　武 2025．３．８ 93歳
いわき 白土　俊江 2025．２．13 79歳
いわき 永山　洋一 2024．10．26 76歳
いわき 長谷川ヤス子 2024．７．16 94歳
南相馬 菅野　秀一 2025．２．８ 83歳
南相馬 斎藤　幸子 2025．１．．３ 83歳
南相馬 清水　桂子 2024．９．23 93歳
南相馬 門馬イネ子 2025．２．28 78歳
相　馬 高玉　厚生 2025．２．16 85歳
【2024年７月１日から2025年６月30日】

これまでの退職者の会に対するご協力に感謝申し上げ
慎んでご冥福をお祈り申し上げます
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